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燃 料デブ リの物 性評価 の一環 として 、模擬 燃料デ ブリ（ UO₂-B₂O₃/ZrO₂-Al₂O₃/SUS 及 び

UO₂-B₂O₃/ZrO₂-Al₂O₃/ZrB2）の X 線 CT を実施して空隙率を評価した。撮像結果より、混合する物質（SUS

又は ZrB2）によって、空隙の形成状況が異なることが分かった。 
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1. 緒言 

東京電力（株）福島第一原子力発電所（1F）内の燃料デブリを安全に効率よく回収し、保管・管理ある

いは処理・処分するためには、燃料デブリの性状を把握し、適切な取り扱い方法を検討する必要がある。

本報告では、燃料デブリの空隙率と物性の相関を把握する一環として、模擬燃料デブリ

UO₂-B₂O₃/ZrO₂-Al₂O₃/SUS 及び UO₂-B₂O₃/ZrO₂-Al₂O₃/ZrB2 の X 線 CT 撮像を実施し、空隙の形成状況を

確認すると共に空隙率を評価した。 

2. 試験内容 

模 擬 燃 料 デ ブ リ UO₂-B₂O₃/ZrO₂-Al₂O₃/SUS 及 び

UO₂-B₂O₃/ZrO₂-Al₂O₃/ZrB2（冷却速度： 120℃/min）について

X 線 CT 撮像を実施した。横断面 CT 画像より、模擬燃料デブリ

内の空隙形成状況を確認するとともに、空隙率を定量的に評価

した。 

3. 試験結果 

模擬燃料デブリの横断面 CT 画像を図１に示す。模擬燃料デブ

リ①では、るつぼ上下部において密度の異なる溶融凝固体が形

成され、るつぼ上部側中心付近に大きな空隙が形成された。模

擬燃料デブリ②では、比較的大きな空隙が多数分布しているこ

とを確認した。各模擬燃料デブリの空隙率を評価した結果、①下部側は約 2%、上部側は約 20%、②約 40%

であり、混在する物質（SUS 又は ZrB2）に依存して空隙の形成状況が変化することが分かった。 

3. 結論 

模擬燃料デブリ（UO₂-B₂O₃/ZrO₂-Al₂O₃/SUS 及び UO₂-B₂O₃/ZrO₂-Al₂O₃/ZrB2）の X 線 CT を実施した

結果、混合する物質により空隙の形成状況が変化することが分かった。 
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図1 横断面CT画像
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